
将来の日本を担う子供たちへの教育
～グローバル社会で活躍できる、聖隷での新しい日本人の育成～
　急速にグローバル化が進むなか、将来子供たちがグローバル社会で活躍するためにはどのような教育が
必要なのでしょうか。世界に目を向けた教育、これからの日本の教育のあり方について考えます。

会場：アクトシティ浜松 研修交流センター 62研修交流室

土2018． 14：00～16：106/30

聖隷クリストファー大学 社会福祉学部こども教育福祉学科

［対象］幼稚園・保育園・こども園の保護者の方（託児あり）、教育関係者、高校生、中学生、関心のある方
（浜松市中区中央3丁目9-1 ※浜松駅より徒歩5分）

講  師　星野 あゆみ（玉川大学大学院教育学研究科教授・国際バカロレア アジア太平洋地域日本担当地域開発マネジャー）

これまでの教師主体の一斉授業ではなく、見つけたことを言いたくてたまらないような、
ワクワク感満載の子供主体の学習は、子供をどう育てるのでしょうか。

内  容

第3部 講演

・「受動的学習」 から 「アクティブラーニング（能動的学習・探究型学習）」 へ
・「知識・情報の習得」 から 「クリティカルシンキング（論理的・科学的思考）」 へ
・「これまでの日本人」 から 「グローバル社会に貢献できる日本人」 へ

15：20～16：00

「世界に目を向けた教育を ～これからの日本で求められるグローバル教育～」テーマ

講  師　井上 春樹（聖隷学園小学校設置プロジェクト顧問、元ぐんま国際アカデミー初等部副校長）

・イマージョン教育と同時に、国際基準である「子ども自ら問題を見いだし解決していく教科の枠を
 越えたオープン教育・国際バカロレア教育」のプログラムの一端もご覧いただきます。

第1部 講演・実演14：00～14：40

「分からない言語で学んでも、内容を理解し、その言語も習得するイマージョン教育
 ～なぜ、分からない言語で学んでも分かるようになるのか～」

テーマ

第2部 英語イマージョン校の生徒による討論会・スピーチ14：45～15：15

「英語で語り合う討論会」 ─議題は会場から─
「今、思うこと」英語と日本語の両方でスピーチします。

内  容①
内  容②

【事前申込・先着順】
定員250名

参加無料

2019年4月より、小学校教諭教職課程を設置します ただし、文部科学省における審査の結果、予定している
教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。

聖隷学園小学校設置プロジェクト 主催



※本学では個人情報に関して適用される法令、規範を遵守し、皆さまの個人情報の適正な管理・利用と保護に努めております。ご提供いただいた個人情
報は、本講座を円滑に実施するために利用させていただくほか、本講座主催側からのイベント情報の提供に限らせていただきます。

将来の日本を担う子供たちへの教育
～グローバル社会で活躍できる、聖隷での新しい日本人の育成～

【講師プロフィール】 1945年、浜松市生まれ。静岡大学教育学部卒業後、公立小学校
の教員に。30歳後半、沼津市の加藤学園暁秀初等学校に転じ、
英語イマージョン教育を導入。2004年に群馬県太田市で小中高
12年一貫の英語イマージョン校設立にかかわり、さらに、「イマー
ジョン教育・オープン教育」の発展に貢献。退職後、聖隷学園小
学校設置プロジェクト顧問に就任。

い のうえ  は るき

井上 春樹
聖隷学園小学校設置プロジェクト顧問
元ぐんま国際アカデミー初等部副校長

ウエスターンワシントン大学大学院文学部修士課程修士。シアト
ル大学大学院教育学部博士課程教育学博士（最優等称号
Summa Cum Laudeを取得）。シアトルパシフィック大学文学部
英文学科学士課程学士優等称号 Magna Cum Laudeを取
得。現在の専門分野は英語教育、高等教育管理学。

マックリーン ，リチ ャ ード

MacLean, Richard
聖隷学園小学校設置プロジェクト校長予定

国公立初の国際バカロレア認定校である東京学芸大学附属国
際中等教育学校にて国際バカロレアMYP（ミドルイヤーズ・プログ
ラム）とDP（ディプロマ・プログラム）を立ち上げ、MYP、DPコーデ
ィネーター、同校副校長を歴任。その間、国際バカロレアワークショ
ップリーダーとして活動。2013年5月より国際バカロレア アジア太
平洋地域日本担当地域開発マネジャー。専攻分野は国際バカロ
レア教育・バイリンガリズム・帰国子女教育。

ほし の

星野 あゆみ
玉川大学大学院教育学研究科教授
国際バカロレア アジア太平洋地域日本担当地域開発マネジャー

FAX申込用紙 年　　月　　日

氏　　名
（ふりがな）

住 　 所
〒

園名・学校名

このセミナーを何で
お知りになりましたか？

園・学校　　　　歳（2018年4月1日時点）
園・学校　　　　歳（2018年4月1日時点）
園・学校　　　　歳（2018年4月1日時点）

□ 希望する　□ 希望しない
（希望の方は、別途担当者からご連絡いたします。）

電 話 番 号

ご家族複数名でお越しの方は必要な座席数をご記入ください。

・保護者の方はお子様の園名・学校名をご記入ください。　・教職員の方は勤務先の園名・学校名をご記入ください。
・その他の方は高校生、大学生、一般等ご記入ください。

□ 聖隷学園ホームページ　□ SNS　□ 紹介　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

席

Eメールアドレス

託　　児
（上限あり）

053-436-5355FAX送信先

FAXまたはEメール、インターネットにてお申し込みください。Eメールでお申し込みの際は、下記内容をご記載ください。
申 込 方 法 ※余裕がある場合、当日参加も可能です

聖隷クリストファー大学・大学院
◇大学院博士前期・後期課程／看護学研究科・リハビリテーション科学研究科・社会福祉学研究科
◇看護学部／看護学科
◇リハビリテーション学部／理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科
◇社会福祉学部／社会福祉学科・介護福祉学科・こども教育福祉学科
◇助産学専攻科
聖隷クリストファー大学介護福祉専門学校
聖隷クリストファー中・高等学校
聖隷クリストファー大学附属クリストファーこども園

下記申込用紙をご利用ください　　●Eメールの場合　［general-dept@seirei.ac.jp］
［https://www.seirei.ac.jp/gakuen/information/6月30日（土）開催『将来の日本を担う子供たちへ.html］

宛先／聖隷学園小学校設置プロジェクト　お問い合わせ［ＴＥＬ ０５３-４３６-５３１１］
●FAXの場合
●インターネットの場合

QRコード

053-436-5311TEL

general-dept@seirei.ac.jpE-mail

聖隷学園学校
法人


